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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
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【公開番号】特開2009-147755(P2009-147755A)
【公開日】平成21年7月2日(2009.7.2)
【年通号数】公開・登録公報2009-026
【出願番号】特願2007-324012(P2007-324012)
【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成22年12月10日(2010.12.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力信号値を、色材量を表す出力値に変換する色変換プロファイルを生成する色処理装
置であって、
　生成すべき色変換プロファイルの格子点の合計色材量を含む情報を入力する入力手段と
、
　前記入力した情報に基づき、前記生成すべき色変換プロファイルに類似する色変換プロ
ファイルとその色域データを取得する取得手段と、
　前記合計色材量に基づき、前記取得した色変換プロファイルの頂点格子点の出力値から
、前記生成すべき色変換プロファイルの頂点格子点の出力値を決定する決定手段と、
　前記決定した頂点格子点の出力値によって再現される色値を予測する予測手段と、
　前記予測した頂点格子点の色値と前記色域データに基づき、前記生成すべき色変換プロ
ファイルの前記頂点格子点の間に位置する中間格子点の色値を設定する設定手段と、
　前記設定した中間格子点の色値を再現する前記中間格子点の出力値を決定し、前記頂点
格子点および前記中間格子点の出力値から、前記生成すべき色変換プロファイルの各格子
点の出力値を計算する計算手段とを有することを特徴とする色処理装置。
【請求項２】
　前記設定手段は、前記生成すべき色変換プロファイルの色域形状が前記取得した色変換
プロファイルの色域形状と相似になるように、前記中間格子点の色値を設定することを特
徴とする請求項1に記載された色処理装置。
【請求項３】
　前記計算手段は、前記合計色材量を利用して前記出力値の次元数を低減し、反復法によ
り、前記中間格子点の色値を再現する出力値を決定することを特徴とする請求項1または
請求項2に記載された色処理装置。
【請求項４】
　前記計算手段は、前記取得した色変換プロファイルの格子点の出力値が0の色材に相当
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する前記中間格子点の出力値に0を設定し、前記取得した色変換プロファイルの格子点の
出力値が所定値以上の濃色材に対応する淡色材と、前記所定値未満の濃色材に相当する前
記中間格子点の出力値に固定値を設定した後、前記合計色材量を利用して前記出力値の次
元数を低減し、反復法により、前記中間格子点の色値を再現する出力値を決定することを
特徴とする請求項1または請求項2に記載された色処理装置。
【請求項５】
　前記計算手段は、前記頂点格子点および前記中間格子点の出力値に基づき、前記生成す
べき色変換プロファイルの色域の外郭面に位置する格子点の出力値を計算することを特徴
とする請求項1から請求項4の何れか一項に記載された色処理装置。
【請求項６】
　入力手段、取得手段、決定手段、予測手段、設定手段、計算手段を有し、入力信号値を
、色材量を表す出力値に変換する色変換プロファイルを生成する色処理装置の色処理方法
であって、
　前記入力手段が、生成すべき色変換プロファイルの格子点の合計色材量を含む情報を入
力し、
　前記取得手段が、前記入力した情報に基づき、前記生成すべき色変換プロファイルに類
似する色変換プロファイルとその色域データを取得し、
　前記決定手段が、前記合計色材量に基づき、前記取得した色変換プロファイルの頂点格
子点の出力値から、前記生成すべき色変換プロファイルの頂点格子点の出力値を決定し、
　前記予測手段が、前記決定した頂点格子点の出力値によって再現される色値を予測し、
　前記設定手段が、前記予測した頂点格子点の色値と前記色域データに基づき、前記生成
すべき色変換プロファイルの前記頂点格子点の間に位置する中間格子点の色値を設定し、
　前記計算手段が、前記設定した中間格子点の色値を再現する前記中間格子点の出力値を
決定し、前記頂点格子点および前記中間格子点の出力値から、前記生成すべき色変換プロ
ファイルの各格子点の出力値を計算することを特徴とする色処理方法。
【請求項７】
　コンピュータを請求項1から請求項5の何れか一項に記載された色処理装置の各手段とし
て機能させることを特徴とするプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
本発明にかかる色処理は、入力信号値を、色材量を表す出力値に変換する色変換プロファ
イルを生成する際に、生成すべき色変換プロファイルの格子点の合計色材量を含む情報を
入力し、前記入力した情報に基づき、前記生成すべき色変換プロファイルに類似する色変
換プロファイルとその色域データを取得し、前記合計色材量に基づき、前記取得した色変
換プロファイルの頂点格子点の出力値から、前記生成すべき色変換プロファイルの頂点格
子点の出力値を決定し、前記決定した頂点格子点の出力値によって再現される色値を予測
し、前記予測した頂点格子点の色値と前記色域データに基づき、前記生成すべき色変換プ
ロファイルの前記頂点格子点の間に位置する中間格子点の色値を設定し、前記設定した中
間格子点の色値を再現する前記中間格子点の出力値を決定し、前記頂点格子点および前記
中間格子点の出力値から、前記生成すべき色変換プロファイルの各格子点の出力値を計算
することを特徴とする。
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